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16.  Abstract 

昨年、私は 1970 年から 2010 年までの飛行と運転のエネルギー量を比較するレポー
トを発行した。 その研究の主要な発見は、米国内では、飛行は運転に比べて、よりエ
ネルギー集約型であったという事である。（今ではそんなこともないが。）実際に、

その研究で調べられた最後の年（2010 年）には、運転のエネルギー量は、飛行のエネ
ルギー量より 57%高かった。	
 
今回の研究は、2012年まで分析を延長した。 
さらにまた、この研究は、一般公開されている飛行データの 2 つの食い違いを修正す
る。：(1)	
 飛行エネルギー量の予測は、異なったキャリアグループの燃料消費および

乗客の飛行距離に基づく。そして(2) 飛行エネルギー量の推定は、貨物輸送を含む。
（有料の貨物と手紙。）	
 

結果は、飛行データが修正される前でさえ、2010 年から 2012 年で飛行エネルギー
量の運転に対する優位性が増していることを示している。さらにまた、飛行データ修

正の正味の効果は、飛行の有利さが更に増したという事である。 
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